神経解剖学小テスト第１回(復元例_131026現在)
 13m神経解剖学シケタイ
2013/10/24実施
※編集注１: 設問はほぼ復元できていますが、文章は講義プリントや伊藤隆著「解剖学講義　改訂３版」に基づいて作成している箇所もあります。大まかな出題形式を知ってもらうための復元であることをご了承ください。(本番はA3１枚に２ページのプリント、計100問でした。ここには現時点で103問載っています(汗)。回答欄の大きさも第１問のpやq以外は余裕ありました。)

[bookmark: _GoBack]１.　以下の用語をラテン語・英語は日本語に、日本語はラテン語または英語で記せ。漢字間違い、綴り間違いは不正解とする。(※編集注2: 試験中に、隆骨の椎骨もv.と省略せずに全て記すこと、との補足説明あり。)(26問)
a. Anterior、b. Inferior、c. Lateral、d. Proximal、e. Sagittal、f. Process、g. Spina、h. Fossa、i. Atlas、j. Costae、k. Scapula、l. Radius、m. Femur、n. Patella、o. 軸椎、p. 隆椎、q. 腰椎、r. 仙椎、s. 胸骨、t. 胸郭、u. 鎖骨、v. 骨峰、w. 肘頭、x. 脛骨、y. 尺骨、z. 下顎骨
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2.　組織、器官、系について(10問)
　細胞が集まり①(組織)を作り、①(組織)が集まり②(器官または臓器)が形成される。同様の働きをもつ②が集まり系を構成している。
　系には③消化器系、④呼吸器系、⑤循環器系、⑥内分泌系、⑦泌尿器系、⑧生殖器系、⑨骨格系、⑩神経系、がある。(③〜⑩は順不同)
(※その他、筋系、感覚器系。泌尿生殖器系という分け方、免疫系を循環器系と分けて示すこともあり)
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3.　筋肉と関節の種類・運動について(11問?)
 筋は顕微鏡で観察した時、平滑筋と①(横紋)筋に分けられる。①筋はさらに、②(骨格)筋と心筋に分けられる。心筋はさらに一般心筋と③(特殊心筋)に分けられる。
　筋は一般に２つの骨の間にあり、収縮によって骨相互の位置的関係を変える。骨に付着する筋は両端のうちで、運動時に固定しているか、あるいは動くことが少ない端を④(起始)といい、大きく動く端を⑤(停止)という。
　関節はその構造から、肩関節のように３軸方向の運動が可能な⑥(球)関節、腕尺関節のように一方向に動く⑦(蝶番)関節、手根中関節にみられる⑧(鞍)関節がある。楕円関節は⑨(橈骨手根)関節、車軸関節は⑩(上橈尺)関節にみられる。
　このような構造により、屈曲や伸展、体幹に近づける動きである⑪(内転)、回内・回外が可能となる。
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4. 関節構造について(5問)
(※プリントにあった「関節の構造」の図において、場所が示されている。)
①関節包、②滑膜、③関節軟骨、④靱帯、⑤関節円板または関節半月
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5. 神経細胞の再生について(5問)
　神経細胞の障害は傷害部位によって異なり、神経細胞体に近い部位で傷害されると①(細胞死)が起こり再生しない。一方、細胞体から遠い軸索で傷害されると②(ワーラー)変性を起こし、③(シュワン)細胞を残し変性した細胞が④(マクロファージ)により貪食されるが、その後③(シュワン)細胞の⑤(基底)膜に沿って再生する。

	①
	②
	③
	④
	⑤



6. 骨の名前(15問)
　(1)眼窩にある裂、管を答えよ。
　(2)寛骨を構成する骨を答えよ。
　(3)手根骨を構成する骨を答えよ。

(1)眼窩にある裂・管: 上眼窩裂、下眼窩裂、視神経管、鼻涙管
(2)寛骨を構成する骨: 腸骨、坐骨、恥骨
(3)手根骨８つ: 豆状骨、三角骨、月状骨、舟状骨、大菱形骨、小菱形骨、有頭骨、有鈎骨

7. 脊髄の構造（10問）
脊髄は31対の脊髄神経が出ており、頚神経①(8)対、胸神経②(12)対、腰神経５対、仙骨神経③(5)対、尾骨神経１対がある。
脊髄は細胞体の集まった④(灰白)質と、神経線維の集まった⑤(白)質から構成されている。前角からは⑥(運動)神経線維が、側角からは⑦(自律)神経線維がそれぞれ出ており、後角からは⑧(感覚)神経線維が入ってくる。
前根は⑨(遠心)性神経が出ており、後根からは⑩(求心)性神経が入ってくる。

	①
	②
	③
	④
	⑤

	⑥
	⑦
	⑧
	⑨
	⑩




8. 神経叢について(12問?)
　頚神経叢は①(C1)から②(C4)の前枝で構成される。頚神経叢は４つの皮枝と２つの筋枝③(頚神経ワナ)と④(横隔)神経がある。
腕神経叢は⑤(C5 )から⑥(Th1)の前枝で構成される。この神経叢は体幹に近い側から、⑦(根)、⑧(幹)、部、⑨(束)に分けることができる。
⑩(正中)神経が麻痺すると猿手、⑪(尺骨)神経が麻痺すると鷲手になる。
⑫(橈骨)神経が麻痺すると下垂手になる。

	①
	②
	③
	④
	⑤
	⑥

	⑦
	⑧
	⑨
	⑩
	⑪
	⑫


9.交感神経、副交感神経について(4問?)
自律神経系は内分泌系とともにホメオスターシスを調整している。交感神経は①(胸)髄から出る。交感神経の心臓への作用は②(心拍上昇)であり、瞳孔への作用は③(瞳孔の拡大)である。副交感神経は頭部と④(仙)髄から出る。

	①
	②
	③
	④
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